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SUMMARY 
 
   “Ayumi” is a DVD which contains all the articles published in the bulletins of the Chubu English Language 
Education Society (CELES) over the last forty years. This DVD consists of a database, which is available through 
Excel and Access, and all the articles are in PDF form. This DVD enables us to examine what kinds of studies were 
carried out in certain fields within CELES.  
This thesis is to show how to utilize the DVD to find a study relevant to our research area and which points 
attention should be paid to when searching the database through Excel. If someone wants to start a research project but 
doesn’t know the features of the CELES bulletins’ database and starts to use it, this can be a big obstacle to starting a 
research project. 
   Searching for relevant literature is the first step for any study. Researchers may wonder what kind of theses they 
should read. Seen from a different point of view, through searching for relevant articles, we may learn which 
researchers are active in our area of interest, and see their presentations at future CELES conferences. We can also 
participate in these conferences to disseminate our findings. Effective use of “Ayumi” will be of some help to make 
one’s study and CELES conferences better.  
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１．はじめに、事業開催データ 
	 本論では2011年夏に長野市・善光寺門前の空き家を利用して行った、美術家による滞在作品制作とオープン
アトリエ形式の展示公開、また関わる各種事業としてのアーティスト・イン・レジデンスプログラム「スズキジ
ュンコ 女神の家」について報告する。企画全体の事業データは下記の通りである。 
 
	 	 タイトル：アーティスト・イン・レジデンス「スズキジュンコ	 女神の家」	 
	 招聘美術家：スズキジュンコ氏（現代美術家）	 
	 	 公開期間：2011年7月23日（土）〜31日（日）	 
滞在制作場所：長野県長野市大字立町961番地	 
	 	 	 	 主催：清泉女学院大学人間学部心理コミュニケーション学科	 現代コミュニケーションコース	 
	 	 	 	 企画：山貝征典（清泉女学院大学人間学部・助教）	 
	 
	 関連事業	 
	 ・制作公開および展示	 
	 	 2011年7月23日（土）〜31日（日）のうち、各日とも10時〜18時に公開	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 ・トークセッション「あらためて、美術の表現・発表・価値について思うこと」	 
	 	 2011年7月23日（土）14時〜16時／参加無料／参加人数25名	 
	 	 	 スピーカー：小池雅久氏（彫刻家）、スズキジュンコ氏（現代美術家、本AIR招聘作家）	 
	 	 モデレーター：山貝征典（清泉女学院大学・助教）	 
	 
	 ・ワークショップ「マイ女神」	 
	 	 2011年7月30日（土）13時〜16時／参加材料費300円／参加人数20名	 
	 	 講師：スズキジュンコ氏（現代美術家、本AIR招聘作家）	 
	 
	 ・学生によるドキュメンタリー映像撮影（会期中全日、およびその前後）	 
	 	 企画撮影編集：破天荒（清泉女学院大学	 映像サークル）池上あす香、清水彩、西澤佳奈、深澤由依、丸山侑香、村本栞	 
	 
表1：公開期間中の来場者数一覧（実公開日数10日間／総来場者数226人）	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 
図1：AIR実施先位置図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図2：正面写真	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２．アーティスト・イン・レジデンスの現状	 
	 1990 年代以降日本でもアートプログラムの企画で頻繁に実施され、専用の施設がつくられるなど活動事例が
増加しているアーティスト・イン・レジデンス（Artist in Residence、以下AIR）。美術館や博物館、アート関
連施設や教育機関、有志団体や個人などの企画者が、事業予算や各種補助金など何らかのかたちでの資金、宿泊
場所、および制作場所と設備などを準備の上で、アーティストを選定または公募し招聘するところからはじまる。
アーティストは自身の制作スタイルや作品形態に合致する条件であれば合意し、とある場に一定期間滞在しなが
ら制作および交流を中心とした芸術文化活動を行うものである。滞在する地域の人々と関わりながら、またその
場固有の風土や環境・文化などと対峙しながら作品を制作し、展示公開／交流を行う形態が多い。特に芸術表現
の中でも現代アート分野においては、サイト・スペシフィック（場に固有）な表現、住民・市民参加型の作品形
態、公共プロジェクト型の作品などが多く、AIR の理念そのものとの親和性が高いものが多い。よって計画・
設計の段階から現代アート作家を中心に公募するとしている施設、また充実した宿泊施設や創作アトリエを備え
運営される施設も開館している1。
	 AIRの起源をさかのぼると、1663年にルイ14世によって設立され1968年に廃されるまで続いた、フレンチ
アカデミーのフェローシップとして始まったローマ賞を源流の一つとすることができる。フランスの芸術家をイ
タリアのVilla Mediciに派遣するプログラムで、王立アカデミーによる審査により芸術家はイタリアに派遣され
滞在し、学術研究や技術・技法の研鑽、作品制作などを期間付きで行うものである。スタート当初のローマ賞で
は建築、絵画、彫刻、版画の分野があり、のちに音楽も追加されるなどかたちを変えながら 300 年あまり続い
た。現在世界各地で行われている各種AIRプログラムの原型が、17世紀ころに形態としては存在していたこと
になる。 
	 また日本においてはここ長野県内でも、近世に AIR の原型とも捉えることができる事例がある。信濃国高井
郡小布施村（現在の上高井郡小布施町）の髙井鴻山2は、浮世絵師である葛飾北斎の小布施での長期滞在制作の
機会を設けたことで知られている。アトリエを建て制作場所を確保し資金援助、制作活動をしてもらう環境を整
えると同時に自身も北斎に師事し学ぶなど、現代における AIR の形式と重なる部分も多いユニークな事例であ
る。ここでは鴻山個人による招聘、また自身の画業の学びのためという側面もあるが、生活基盤とは異なる土地
での期間限定の滞在制作、アトリエの提供と生活補助などのキーワードからみると、今日のスタイルとかなり近
いものであることがうかがえる。このような鴻山による近世における AIR 事業により、北斎は優れた作品を生
み出し小布施に残すこととなった3。瀟洒な観光地として現在成功を収めている小布施の芸術然とした雰囲気や
街づくりのブランディングには、江戸期の AIR プロジェクトからの文化構築の流れが、少なからず影響してい
るのかもしれない。 
	 Res Artis のマリオ・A・カロは「レジデンス施設が提供するその機会は、滞在中のアーティストたちの収穫
となる。そして彼らを受け入れる当該地域社会にもまた利益をもたらす。つまりコンテンポラリーアートに関す
る広範囲かつ地球規模で行われる対話に参加する手段を地域社会に与えるのだ」4と述べている。このようにAIR
で該当地域や住民がアーティストを迎えることは、アーティストの滞在・活動による芸術作品として、また文化
の構築や意識改革として、さらには記憶や思い出として還元される。さらに対地域・対住民への影響はもとより、
それを超えてさらに大きく文化を開き進める可能性を持つ。 
 
 
３．実施の経緯、企画意図と作家選定 
	 清泉女学院大学人間学部では、2011 年度より心理コミュニケーション学科内に新コース「現代コミュニケー
ションコース」が発足した。情報やメディア、文芸やアートなどをコミュニケーションを軸に学ぶ新コースで、
32
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これまでの本学教育プログラムにはない、新たな現代人力を身につける分野として研究・教育を進めている。新
コースでのアートやクリエイティブ分野による学びの取り組みとして、本 AIR を企画実施した。善光寺門前の
空き家を活用しアーティトを招聘し滞在制作を行い、随時オープンアトリエとして制作の様子そのものを公開し
交流・参加できる場をつくり、作家自身および作品自体の魅力はもとより、関わる全体の動きそのものがコミュ
ニケーション媒体としても機能する効果もねらうものである。 
	 招聘作家として現代美術家のスズキジュンコ氏を選定した。スズキ氏は大学院修了後から現代美術家として作
家活動を行うとともに長崎県東彼杵郡波佐見町へ移住、オルタナティブスペース monnŽ porte（モンネポルト）
5の運営などにも関わり、AIRの企画実施者としても活動してきた。2011年秋からは半年間のプログラムで富山
県氷見市のhimming A.C.（ヒミングアートセンター）6に滞在し、自身の表現活動と同時に氷見市でのアートプ
ログラムの構築事業も行っている。 
	 近年のスズキ作品の特徴として、コミュニケーションを軸としたもの、記憶や記録、場の設定、人と人とを介
在させることによる環境や意識の変化などを作品へ昇華させる形態のものがある。2009 年の《人魚》は、長崎
県川棚市片島の人間魚雷発射試験場跡地の記憶をとどめる
プロジェクトとして、自身が人魚（≒人間魚雷）へ扮し海
にたたずみその記録を取り、歴史の蓄積や流れ、場が持つ
意味性を意識させるという作品である。また2010年には大
分県別府市にて《スナック優子》を発表した。BEPPU 
PROJECT 2010協力企画による本作品は、実際に街に潜入
しスナックを本営業し、期間限定の幻の憩いの場を作るア
ートプロジェクトとして行われた。来客の中には純粋にス
ナックとして楽しむものもいれば、アート表現であること
をふまえての参加者もいる。スナックを実際に運営しママ
として立ち振舞うこの場合、残るものは形のある造形芸術
によるモノではない。残るのは確実にそこにあった「場」と、自らその場に行って優子ママ（たる作家スズキジ
ュンコ）とふれあった「記憶」である。 
	 現代における AIR の一つの方向性としては、滞在期間中での成果として造形芸術の制作自体よりも、関係性
や記憶、場所性や人間の動き／流れをレジデンス先の地域にどれだけ刻印できるかということへの意識も必要だ
ろう。情報の発信・受信ツールや交通手段が発達し、リアルタイムであらゆる種類のネタが入手でき、飛行機で
世界中を飛び回れ、どこにいても即日に書籍が購入できるという現代において、AIR にて「とある作家が、と
ある場所に来て、ただひたすらに絵を描いている」という状態がどこまでの意味を獲得することができるだろう
か。作家がいるだけで何かが変わる、いつもと違う場所での制作によって作家自身が新しい造形の世界を見つけ
る、などの前向きさはもちろんあるが、それは美術家による表現行為に限らず起こる現象である。誰かが介入、
あるいは通りすがっただけだとしてもその時点で場への影響は必ず起こり、また通った本人も「なんらかの」体
験はすることになる。AIR の場では、その段階よりもう一歩踏み出す意識的なコンセプトの設定が企画者側に
必要となろう。 
 
 
４．実施へ向けての各種準備、滞在先空き家の調査と選定 
	 AIR プログラム実施に向けての、善光寺門前でアーティストが滞在および制作に使用する空き家調査は、長
野市にある不動産会社・株式会社MYROOM の協力を得て行った。条件としては善光寺門前町の街区内または
（左）図 3 スズキジュンコ《人魚》2009	 
（右）図 4 スズキジュンコ《スナック優子》2010	 
32
長野市におけるアーティスト・イン・レジデンスプログラムの実施報告
33
これまでの本学教育プログラムにはない、新たな現代人力を身につける分野として研究・教育を進めている。新
コースでのアートやクリエイティブ分野による学びの取り組みとして、本 AIR を企画実施した。善光寺門前の
空き家を活用しアーティトを招聘し滞在制作を行い、随時オープンアトリエとして制作の様子そのものを公開し
交流・参加できる場をつくり、作家自身および作品自体の魅力はもとより、関わる全体の動きそのものがコミュ
ニケーション媒体としても機能する効果もねらうものである。 
	 招聘作家として現代美術家のスズキジュンコ氏を選定した。スズキ氏は大学院修了後から現代美術家として作
家活動を行うとともに長崎県東彼杵郡波佐見町へ移住、オルタナティブスペース monnŽ porte（モンネポルト）
5の運営などにも関わり、AIRの企画実施者としても活動してきた。2011年秋からは半年間のプログラムで富山
県氷見市のhimming A.C.（ヒミングアートセンター）6に滞在し、自身の表現活動と同時に氷見市でのアートプ
ログラムの構築事業も行っている。 
	 近年のスズキ作品の特徴として、コミュニケーションを軸としたもの、記憶や記録、場の設定、人と人とを介
在させることによる環境や意識の変化などを作品へ昇華させる形態のものがある。2009 年の《人魚》は、長崎
県川棚市片島の人間魚雷発射試験場跡地の記憶をとどめる
プロジェクトとして、自身が人魚（≒人間魚雷）へ扮し海
にたたずみその記録を取り、歴史の蓄積や流れ、場が持つ
意味性を意識させるという作品である。また2010年には大
分県別府市にて《スナック優子》を発表した。BEPPU 
PROJECT 2010協力企画による本作品は、実際に街に潜入
しスナックを本営業し、期間限定の幻の憩いの場を作るア
ートプロジェクトとして行われた。来客の中には純粋にス
ナックとして楽しむものもいれば、アート表現であること
をふまえての参加者もいる。スナックを実際に運営しママ
として立ち振舞うこの場合、残るものは形のある造形芸術
によるモノではない。残るのは確実にそこにあった「場」と、自らその場に行って優子ママ（たる作家スズキジ
ュンコ）とふれあった「記憶」である。 
	 現代における AIR の一つの方向性としては、滞在期間中での成果として造形芸術の制作自体よりも、関係性
や記憶、場所性や人間の動き／流れをレジデンス先の地域にどれだけ刻印できるかということへの意識も必要だ
ろう。情報の発信・受信ツールや交通手段が発達し、リアルタイムであらゆる種類のネタが入手でき、飛行機で
世界中を飛び回れ、どこにいても即日に書籍が購入できるという現代において、AIR にて「とある作家が、と
ある場所に来て、ただひたすらに絵を描いている」という状態がどこまでの意味を獲得することができるだろう
か。作家がいるだけで何かが変わる、いつもと違う場所での制作によって作家自身が新しい造形の世界を見つけ
る、などの前向きさはもちろんあるが、それは美術家による表現行為に限らず起こる現象である。誰かが介入、
あるいは通りすがっただけだとしてもその時点で場への影響は必ず起こり、また通った本人も「なんらかの」体
験はすることになる。AIR の場では、その段階よりもう一歩踏み出す意識的なコンセプトの設定が企画者側に
必要となろう。 
 
 
４．実施へ向けての各種準備、滞在先空き家の調査と選定 
	 AIR プログラム実施に向けての、善光寺門前でアーティストが滞在および制作に使用する空き家調査は、長
野市にある不動産会社・株式会社MYROOM の協力を得て行った。条件としては善光寺門前町の街区内または
（左）図 3 スズキジュンコ《人魚》2009	 
（右）図 4 スズキジュンコ《スナック優子》2010	 
その周辺で、町並みに北国街道善光寺宿らしさが残る場所であること。そして基本住居スペースの他に、立体作
品制作ができる十分なアトリエスペースを確保できる物件として探した。リサーチを行い数件の候補地が上がっ
た中で有力としていた元旅館の住宅が、同時期に長野市まちづくり推進課とその委託業者である企画編集室ナノ
グラフィカで準備を行っていた、善光寺門前の街中居住プログラム7「門前暮らし
体験ハウス」の物件であったため、連携を持つことができた。街中居住プログラ
ムでは、善光寺門前にて増加している空き家を有効利用し講座やワークショップ
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５．関連教育普及事業、トークセッションおよびワークショップ 
	 会期中、下記２つの大きなイベントをはさみながらAIRプログラムは進行した。 
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って将棋の外まで言い及びはじめたとき、将棋それ自体に対して考えることは置き去りにされる。そのとき、将
図5:「門前暮らし体験	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棋は類型化されたイメージに狭められ、結果として将棋は将棋自体の広がりを失う」と述べている。実際に現在
アート活動を続けている両作家の取り組みの実例や悩み、芸術感、生活や日常などを直接的に語ってもらうこと
だけが、結果としてその周辺に存在するつながりや関係性を浮かび上がらせることへつながる。 
 
・7月30日（土）ワークショップ：参加者20名 
	 ワークショップ「マイ女神」では、素材として人工毛を使用する造形体験を行った。人工毛は作家が本 AIR
にあたってキーワードとした女神から連想して、唯一事前に準備した素材であった。参加者がそれぞれ持ち寄っ
たなんらかの持参品に、人工毛を貼り付けたり結びつけたりしながら「私のためにいてくれる女神様」制作を行
った。20名の参加者は子どもから大人まで幅広い層で、作家のアドバイスを受けながら進めた。 
 
	 教育普及事業としての公開講座やワークショップは、美術館やその他アート関連施設におけるアウトリーチ活
動として重要な意味を持つ。しかし企画展示や作品収集などを主として担当するスタッフに加えて、専任として
教育普及担当者（エデュケーター）を置ける施設はなかなか増加しない。潤沢な担当職員配置が難しい中規模以
下の施設においては、教育普及事業も学芸員が兼務、または非常勤職員や嘱託職員が限定された職務の中で実施、
またそもそもエデュケーターがおらず教育普及事業を積極的に行わない、あるいは行えないという館も多い。教
育普及部門への人的対応状況の把握として、調査 64 館中専門スタッフの置かれていない館が 32 館と全体の半
数、他部門との兼務担当が 21 館で 3 分の 1、専門スタッフのいる館は 11 館と 6 分の 1 程度でさらに公立館の
み、という調査報告がある9。AIR の事業及び関連施設においても、教育普及プログラムは欠かせない要素であ
る。サブ要素としてではなく、当初の計画から主事業としてコンセプトを立案し取り組んでゆかなければいけな
い。本AIRでも、教育普及関連のプログラムを企画段階から詰め作家とも調整することで比重を置いた。 
 
 
６．学生の企画参加による学びとの連動 
	 本 AIR プログラムでは、本学のコミュニケーションという学びのフィールドとの連携をはかることもミッシ
ョンの1つとなった。コミュニケーションを核とする表現・活動を期待したことからも、スズキ氏の作品の持つ
関係性や場所性の構築力は、適任であったと言えるのではないだろうか。その上
で作家は女性であったことも、重要な選定理由の1つである。プロジェクトとし
て清泉女学院大学の学生による滞在制作風景および生活を追うドキュメンタリ
ー映像の撮影を当初より企画したことに伴い、本学の女子大学という学生環境か
らも取材相手が女性作家であることは、対話のしやすさやセキュリティの面から
もプラスに働いた。 
	 滞在が始まる前の作家の長野駅への到着の様子から居住の開始、制作過程のす
べて、完成作品の記録、インタビュー取材や会期中のイベントなどを撮影し、ド
キュメンタリー映像作品「女神の家」の制作を行った。準備・企画・撮影そして
編集作業などはすべて、2011 年 4 月に発足した本学映像サークル破天荒のメン
バー6 名10により進められた。企画力や撮影スキル、進行段取りやフィニッシュ
ワーク、最終的には発表を含めた映像制作の実際の学びの中で、アーティストとの交流が行われた。合わせて
AIRそのものの情報発信の役割や、作家の制作補助などにもつなげながらのプロジェクトである。 
	 若手女性作家という人選により、女子学生による円滑な取材撮影とお互いの密な交流が生まれた。結果、作品
の１つに学生の像が現れる（図6）までに作家・学生両者の関係性は密になり、コラボレーションとも言える状
図6：スズキジュンコ《破天荒
へのラブレター》2011	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況が生まれ AIR 全体に活力と動きが出ることになった。またこのようなドキュメンタリー映像制作を行ったこ
とにより、長野市ボランティアセンターが進めている、映像による地域活動「住民ディレクタ 1ー1」講座との連
動も生まれつつある。合わせて今後の現代コミュニケーション系の学び連携として取り組みたい。 
 
 
７．影響とつながりによる新しい芸術環境 
	 次に、まさに媒体がアートであったことにより人的・文化的つながりが生まれた「絵解きと現代アート」の事
例を紹介する。善光寺とその門前は古くから絵解きとの深い関わりを持っている。宿坊のひとつである浄土宗の
淵之坊は、現在でも善光寺縁起が伝わる寺として知られており、縁起堂の別名も
持ち代々絵解きが行われてきた。西光寺でも「苅萱道心石童丸御親子御絵伝」「六
道地獄絵」などの絵解き活動が行われており、こちらも絵解きの寺としても知ら
れている。また、歴史の町長野を紡ぐ会代表で絵解き口演家の小林玲子氏12は、
途絶えてしまった絵解きの復興・実演を積極的に行っている。善光寺大本願所蔵
の「善光寺絵伝」を撮影し複製を制作するなどし1993年に初めて絵解きを発表。
現在も活動を続けている。 
	 これらの善光寺周辺に存在している絵解き文化の歴史情報をまったく入れず
に、本 AIR の中でスズキ氏が制作した作品の１つに、絵解きに通じる軸形状を
持つ作品（図 7）が出現した。滞在中盤に急にアイディアとして提示されたもの
で、当初の企画から構築しかけていた作品とはまったく異なるものである。もち
ろん 10 日あまりの滞在での制作となるため、本様式の軸装などは行わずにイン
スタントな造形として仕上げるものになる。 
	 画面には善光寺そのもの、周辺には門前の風景、そして信州の山なみなどが墨画で描かれ軸状に仕立てられた。
中央やや上部からは女神の人工毛が滝状に噴出し、そのまま手前の空間に飛び出て流れ広がる形状を持っている。
この作品は直接的に絵解きの歴史や経緯に基づかず、しかし出現した、と言うしかないものである。作家本人も
絵解き文化を知りリサーチの上意識して描いたのではないと発言している。可能性としては、滞在先のすぐそば
にある善光寺周辺を散策している中で、意識せず絵解き的なものが目に入った、あるいは門前の人々が何らかの
「絵解き」やそれに準ずる言葉を発していたのが耳に入っていた、などの影響の可能性が否定はできないが、善
光寺門前という場の空気から読み取り、訪ねてくる人々との交流の中から現
れた、と捉えたい事例である。また門前エリアの古い日本家屋の雰囲気、床
の間のあるインテリアなどからなんらかの連想がなされたという可能性は
もちろんあるが、少なくとも作家と担当者の間では事前打ち合わせもなく絵
解きの情報提供も無く、唐突に出現したものである。立体あるいはインスタ
レーション系の作品となる方向性が強かった中での、墨絵を用いる平面作品
への、急なアイディア展開であった。 
	 この作品の仕様・意図を、AIR先を積極的に訪ねてくれていた歴史の町長
野を紡ぐ会事務局長の小林竜太郎氏が発見し、そこから母である前出の小林
玲子氏に伝わり、このつながりを生み出すことができた。玲子氏は作家の目の前での絵解き実演を行い、歴史な
どについて作家と語らう機会を持つことになった。スズキ氏の作品と玲子氏が持ち込んだ絵解き画が並列してい
る状況が図8である。 
	 スズキ氏と小林玲子氏はこの偶然性におどろきを持ちながら、お互いの活動や思いを交わらせることができた。
図8:絵解き的作品の出現による、	 
小林玲子氏との出会い。	 
 
図7：スズキジュンコ	 
《信濃女神瀑布絵図》2011	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一連のこの件に関して小林竜太郎氏は「スズキジュンコさんは、絵解きを知らないのに、数日間で、善光寺の文
化である絵解きの世界を彷彿とさせる作品を制作されてしまったので、驚きました。しかも、長野という地域の
本質（と私が思うところ）に迫っていました」と述べている13。 
 
 
８．おわりに、街とアートの今後 
	 長野市とその周辺をフィールドにして現代アート系の制作や発表、プログラムやワークショップなどを行う上
での流れや環境、障害やネットワークなどが、本事業を行ったことで少しではあるが見えてきた。今後さらに発
展させるためには、資金の創出や場の構築に関して、より産学官の連携を視野に入れることは必須であろう。公
的機関による街づくりプログラムなどとの関わりは、お互いを補完しあい結果として街や地域などの社会に、利
潤や文化が還元されることにつながる。また民間企業のすばやい動きや企画力は、公的および教育機関にとって
圧倒的に足りず、必要な力である。 
	 さらに本事業によって再確認したのが、学生に実際の現場に参加してもらうことによる「広がり」である。大
人たちがまじめに滞り無く事故の無いようにと取り組む中で、学生による柔軟な動きと思考の自由度に、場づく
りの面で助けられることは非常に多い。学生にアート周辺の学びプログラムとして、より積極的に街や社会に飛
び出し関わってもらえるように環境設定などを行いたい。 
	 最後に、AIR はもちろんアーティスト／作家がいなければ成り立たないことは言うまでもない。本企画に賛
同し約2週間の短い滞在期間の中で、長野市に少なくない影響と記憶をつくり出してくれた、現代美術家のスズ
キジュンコ氏に厚く御礼を申し上げる。 
 
 
[参考文献] 
サムワンズガーデン『世界の、アーティスト・イン・レジデンスから』BNN新社、2009 
松井利夫・上村博 編『芸術環境を育てるために』角川学芸出版、2011 
日本アートマネジメント学会編集委員会 編『アートマネジメント研究 第8号』美術出版社、2007 
文化政策提言ネットワーク『指定管理者制度で何が変わるのか』水曜社、2004 
竹本義明『実践アートマネジメント』レイライン、2010 
青森公立大学国際芸術センター青森（ACAC）『エー・シー・ドゥ  ー 12号』青森公立大学国際芸術センター青森、2011 
「長野・門前暮らしのすすめ」企画編集室 編『門前暮らしのすすめ 2010年春号』長野市城山公民館、2010 
原田真千子 編・著『trails_小径	 Little stories about Artist in residence Program, AIAV』秋吉台国際芸術村、2009 
AIR_J：日本全国のアーティスト・イン・レジデンス総合データベース	 http://air-j.info/ 
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一連のこの件に関して小林竜太郎氏は「スズキジュンコさんは、絵解きを知らないのに、数日間で、善光寺の文
化である絵解きの世界を彷彿とさせる作品を制作されてしまったので、驚きました。しかも、長野という地域の
本質（と私が思うところ）に迫っていました」と述べている13。 
 
 
８．おわりに、街とアートの今後 
	 長野市とその周辺をフィールドにして現代アート系の制作や発表、プログラムやワークショップなどを行う上
での流れや環境、障害やネットワークなどが、本事業を行ったことで少しではあるが見えてきた。今後さらに発
展させるためには、資金の創出や場の構築に関して、より産学官の連携を視野に入れることは必須であろう。公
的機関による街づくりプログラムなどとの関わりは、お互いを補完しあい結果として街や地域などの社会に、利
潤や文化が還元されることにつながる。また民間企業のすばやい動きや企画力は、公的および教育機関にとって
圧倒的に足りず、必要な力である。 
	 さらに本事業によって再確認したのが、学生に実際の現場に参加してもらうことによる「広がり」である。大
人たちがまじめに滞り無く事故の無いようにと取り組む中で、学生による柔軟な動きと思考の自由度に、場づく
りの面で助けられることは非常に多い。学生にアート周辺の学びプログラムとして、より積極的に街や社会に飛
び出し関わってもらえるように環境設定などを行いたい。 
	 最後に、AIR はもちろんアーティスト／作家がいなければ成り立たないことは言うまでもない。本企画に賛
同し約2週間の短い滞在期間の中で、長野市に少なくない影響と記憶をつくり出してくれた、現代美術家のスズ
キジュンコ氏に厚く御礼を申し上げる。 
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[注] 
                                                   
1 1992年には日本で初めて「滋賀県立陶芸の森」にてAIRプログラムがスタート。その後も1995年には茨城県が主催の「ARCUS Project」
が行われるなどの広がりを見せた。プログラムの実施のソフト面だけでなく、宿泊やアトリエ機能のハード面を最初からそなえるAIR専門の
施設として1998年には山口県に秋吉台国際芸術村、2001年には青森県に国際芸術センター青森がオープンしている。 
2 1806年生まれ1883年没。江戸時代の小布施の豪商で陽明学者、浮世絵師。 
3 東町祭屋台天井絵《鳳凰図》《龍図》1844、岩松院本堂の天井画《八方睨み鳳凰図》1848、など。 
4 マリオ・A・カロ「ローカル、グローバル、ローカル —目的地としての秋吉台国際芸術村」原田真千子 編・著『trails_小径	 Little stories about 
Artist in residence Program, AIAV』秋吉台国際芸術村、2009、p.148 
5 monnŽ porte（モンネポルト）：旧やきもの工場をリノベーションした、長崎県波佐見町のオルタナティブスペース。http://monne-porte.com/ 
6 himming A.C.（ヒミングアートセンター）：富山県氷見市にあるアートNPOヒミングが運営する、旧家・堀埜家の石蔵をリノベーションし
たアート施設。http://himming.jp/ 
7 長野市まちづくり推進課「善光寺門前で「まちなか暮らし」を体験してみませんか！」 
	 http://www.city.nagano.nagano.jp/soshiki/machi/44379.html 
8 保坂和志「法則は人間を越え、人間を開く」『羽生「最前手を見つけ出す思考法」』光文社、2007、pp.56-58 
9 石川誠「学校と美術館の連携に関する考察Ⅰ -美術館教育普及担当者への調査から-」『美術科教育学会誌 (22)』美術科教育学会、2001、p.20 
10 破天荒ホームページ http://hatenkou05.web.fc2.com/ 
11 「住民ディレクター」とは、地域の情報を自ら発信する人であると同時に、地域づくりをする人。「テレビの番組づくりのプロセスが地域づ
くりに求められる力を育てる」ということから、元民間放送のテレビディレクターで、現在は株式会社プリズム代表取締役である岸本晃氏によ
って考案された取り組み。地域の住民がビデオカメラで日常にスポットを当てることで、人と人とのつながりを作り出し、暮らしの中の課題を
発見、解決力を培う。2011年現在、東京都杉並区、兵庫県佐用町、福岡県東峰村など全国に動きが広がっている。長野市では2009年より取
り組みが始まり、2010年からは「子ども住民ディレクター」の取り組みも始まっている。 
12 小林玲子の善光寺表参道日記	 http://blog.livedoor.jp/naganoetokino1/ 
13 2011年7月29日の小林竜太郎氏（@naganokoryu）のtwitterより。 
 
 
 
 
SUMMARY 
	 It reports on Artist-in-Residence program in the summer of 2011 "SUZUKI Junko -The House of the Goddess-" and 
various projects. The artist residents the vacant old house in Nagano City around the Zenkoji-Temple, she executes art 
works and exhibit at opened style atelier.  
	 This program utilized vacant houses around the Zenkoji-Temple, create an opportunity for interaction and 
participation, exposes the state of production at any time. Reconsideration of the art environment in Nagano City, new 
relationship between art and town planning, implement of educational programs and planning by university students, 
and cooperation with citizens in Nagano City with art. 
 
 
 
